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協会設立 10 年の節目に 
_______________________________ 深川国際交流協会 理事長 小滝  聰 
 

深川国際交流協会は、本年３月で設立10年を迎えました。協会では設立10年を意識して、昨年４月から「10周年

記念イヤー」として、10周年記念交流パーティー、これまでの協会の歩みを紹介するパネル展、青少年カナダ交流訪問

団同窓会など多彩な事業に取り組んできました。その中で特に印象に残った事業は、協会主催事業の「青少年カナダ交流

訪問団同窓会」でした。 

昨年８月16日、これまでの10年間に、姉妹都市カナダ・ブリティッシュコロンビア州アボツフォード市に派遣され

た青少年85名に呼びかけ、彼らの再会の集い「青少年カナダ交流訪問団同窓会」を開催しました。その日集まった人数

は、なんと75名にもなり大変な盛会でした。遠くは広島、東京方面から駆けつけた人もいて、この同窓会への思いの深

さを実感しました。各年ごとにテーブルを囲んだ参加者は、１・２回目の団員たちはもちろん立派な社会人であり、大学

院生、大学生、そして現役の中学生・高校生が２週間のカナダ体験の思い出話に花を咲かせ、再会を楽しみました。また、

一人ひとりの近況が語られ、全員がこの体験をバネとして、大きく成長したことを実感し、主催者の一人として感慨を新

たにしました。 

８月下旬から９月上旬にかけて、アボツフォード市からファーガソン市長を団長とする14名の公式訪問団が深川市を

訪れました。私たちの協会は、多くの市民に参加を呼びかけ、音江の丘の上でバーベキューパーティーを開催し、市民有

志の協力をえて郷土芸能、郷土料理、餅つきなどを訪問団のみなさんとともに楽しみました。 

今年１月20日には、国際理解フォーラムが市内のいくつかの団体との共催で開催され、その第一部として今年度アボ

ツフォード市に派遣された５名の中学生による「青少年カナダ交流訪問団報告会」が開かれました。例年よりもはるかに

多い参加者の中、しかも、今年の報告会は英語でなされ、それを他の団員が日本語に訳すという方式で行なわれました。

わずか２週間の短期間の体験がきっかけで飛躍的な英語力の向上につながったことに驚きました。 

また、第２部では、韓国、中国、ネパールに関係の深い３名のパネリストを招いて、パネルディスカッションを行い、

パネリストのユーモラスな語り口に会場は終始笑いに包まれ、近隣の国々の文化に触れる有意義な時を過ごしました。 

しかし、この10年間で協会を取り巻く環境が大きく変化したように思います。深川市が姉妹都市提携をする98年頃

までは、道内の多くの市町村が姉妹都市提携を行い、交流の幅を広げていました。その後、バブルの崩壊の影響が深刻化

し各自治体とも国際交流の費用負担が「お荷物」的存在という雰囲気が広がりつつあります。 

 私は、このような時だからこそ知恵を出し合うことが大切と考えています。お金をかけなくてもできる交流がたくさん

あります。情報化が進んだ現代、リアルタイムで世界中の情報は手に入ります。また、日本から情報を発信することも、

いとも簡単に行うことが出来ます。その気になれば、ＩＴ機器を利用した英話、日本語、その他の言語の授業を送受信す

ることも可能です。 

国際交流の目的は異文化を理解し、尊重する心を育てることにあります。同時に、日本の文化を世界に発信する力を養

うことにあると思います。それが狙いであるとすると、お金をかけないで活動を発展させる創意工夫がたくさんあるよう

に思えてなりません。 

 

 

 

 

やさしい英会話教室開催 
英会話の経験の全くない方（レベル１）と多少経験のある方（レベル２）

を対象に２つのクラスを開設し、拓殖大学北海道短期大学地域・国際交流委

員会と共催して、市民の国際理解と海外交流の推進を目的に「やさしい英会

話教室を開催いたしました。 

拓殖大学北海道短期大学の姉妹校である、カナダ・フレーザーバレー大学

で英語学を担当されているロンダ・シューラー教授を講師にお迎えして、拓

殖大学北海道短期大学で実施いたしました。 
 
【レベル１】日時：2006年５月９日（火）～   午後６時30分～８時 

      毎週火曜日・全８回開催 

受講者：11名 

【レベル２】日時：2006年５月11日（木）～ 午後６時30分～８時 

     毎週木曜日・全８回開催 

     受講者：10名 
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インターナショナルデー開催 

                   深川国際交流協会 理事 轡田 淑子 
 

６月 16 日（金）午後５時、2006 年度のインターナショナ

ルデーが幕開けしました。小瀧理事長の挨拶、国際ソロプチミ

スト深川の山崎会長の挨拶と続き、外国人ゲストの自己紹介に

入りました。 

本年度は、拓殖大学北海道短期大学客員教授のロンダ・シュ

ーラーさんをはじめとする 14 名の外国人ゲストをお迎えし、

秩父別町ＡＥＴのリンダ・マッケンドリックさんのご両親にも

参加していただき、幅広く交流することができました。 

「日本不思議当てクイズ」では、ゲストの皆さんのユニーク

な問題に最初はやや緊張気味の中高生もすっかり乗せられ、全

問正解となりました。 

次のプログラム「世界クイズゲーム」は、外国人ゲストの巧

みな進行で会場の盛り上がりは最高潮に達し、何よりも物知り

な中高生には終始圧倒されました。 

コーヒーブレイクをはさみ「アイ ラブ アプルズ」ゲームを開始しました。会場の誰かと挨拶を交わしてからジャン

ケンをし、勝った人はりんごのシールを顔に貼ってもらい、りんごのシールの数の多さを競うゲームです。会場は、赤・

黄色のりんごのシールが貼られた、参加者のにこやかな顔がたくさんあふれていました。 

最後のダンスタイムでは、一已中サッカー同好会による「よさこい」が威勢よく繰り広げられ、はつらつとした中学生

の姿に会場から大きな拍手が送られました。 

和やかな雰囲気の中、時が過ぎ、中川国際理解部会長のお礼の挨拶で幕を閉じました。インターナショナルデーの参加

者は89名でしたが、たくさんの外国人ゲストが参加してくれたため、例年より会場がとてもにぎやかに感じました。 

外国人ゲストと話がつきず会場を去りがたいといった中高生の姿にこの行事の意義を強く感じました。 

今後もたくさんの中高生がインターナショナルデーに集うよう、はたらきかけの方法や内容の充実を考えていきたいもの

です。 

 

 

 

 

深川国際交流協会 10周年記念交流パーティー開催 
 

6 月 16 日（金）、プラザホテル板倉にて、深川国際交流協会の会員交流・会員拡大を目的に「深川国際交流協会 10

周年記念交流パーティー」を開催いたしました。 

会場には、1997年度から2006年度までの深川国際交流協会の歩んできた道のり（青少年カナダ交流訪問団派遣事

業、インターナショナルデー、国際理解講演会などの各種事業）を年度別に10枚のパネルにして展示いたしました。ま

た、歴代の青少年カナダ交流訪問団が作成した団旗６枚も展示し、深川国際交流協会の活動を分かりやすく参加者に周知

いたしました。 

クイズでは、深川市近隣のＡＥＴ14名が日本の不思議に思うことを問題にし、参加者はクイズを通し、日本との文化

の違いを学び、ユニークな問題で会場はにぎわいました。 

また、抽選会では、170本の景品・150本の参加賞合わせて総額25万円相当の景品を用意しました。総額25万円

相当の景品を前に、パーティーに参加した223名の参加者は大変な盛り上がりをみせていました。 

 

18:30 受付開始 

 19:00 開 会 

     司会：深川国際交流協会 広野会員交流部会長 

     会長挨拶：深川国際交流協会 芳賀会長 

 19:05 北海道議会議員 岡田 憲明 氏 

拶：深川国際交流協会 小滝理事長 

来賓紹介 

来賓挨拶：

19:10 乾杯：深川市議会議長 川中 裕 氏 

19:40 クイズ 

19:55 抽選会 

20:25 理事長挨

20:30 閉 会 
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2006 青少年カナダ交流訪問団報告 
2006年7月26日から8月10日の行程で青少年海外派遣事業（青少年カナダ交流訪問団派遣）が実施されました。 

 

 

日程・メンバー紹介 佐藤 允洋 

（リーダー） 

深川中学校３年 

樋口 留美 

（サブリーダー）

音江中学校２年 

三輪  栞 

音江中学校２年 

岡下 亜古 

一已中学校１年 

黒田 悠平 

深川中学校１年 

山崎 史朗 

（団長・引率） 

深川国際交流協会

会員 

 

 
月日 主な研修・活動内容 

7.26 

7.27 

7.28 

7.28 

7.29 

7.30 

7.31 

7.31 

8.1 

8.2 

8.3 

8.4 

8.4 

8.5 

8.6 

8.7 

8.8 

8.8 

8.9 

8.10 

 

 出発～バンクーバー国際空港へ 
 英語の授業、スポーツ、工芸 
 ブッチャート・ガーデン見学 
 ビクトリア市内見学 
 ホストファミリーと過ごす 
 ホストファミリーと過ごす 
 英語の授業、アボツフォード市役所訪問 
 ホワイトロックビーチ見学 
 英語の授業、スポーツ、工芸 
 英語の授業、カルタス湖見学 
 英語の授業、アグリフェア見学 
 グランビルアイランド、ロブソンストリー
ト、スタンリーパーク、公園散策 

 ホストファミリーと過ごす 
 ホストファミリーと過ごす 
 ホストファミリーと過ごす 
 英語の授業、乗馬、ピクニック 
 さよならパーティー 
 英語の授業、バンクーバー国際空港出発 
 帰国～深川へ 

 

 

 

全体を通しての感想____________________ 佐藤 允洋（深川中学校3年） 
 

 カナダに滞在した16日間は、僕に

とって一生の思い出に残り大変勉強

となる毎日でした。  

 たくさんのものを見て、聞いて、

触って、自らの体でカナダそのもの

を味わってきました。それはカナダ

人の性格であったり、風土であった

り、文化であったりと実にさまざま

で、素晴らしいものでした。僕も、

また他のメンバーも毎日毎日が新鮮

で、常に新しいものを探しては人に

尋ねたり、先生に聞いたりして、驚

き、笑ったりしてきました。僕の中

では特に異文化交流が本当に面白か

ったです。ホストファミリーとは毎

日「カナダではトイレを使わないと

きは開けておくんだよ」「深川の中学

生はプールにビキニを着ていかない

んだよ」など互いの国や市について

２時間も３時間も話していました。

おもえば、そうやって毎日何時間も

家族と会話をしていたことが英語を

話せるようになる理由のひとつだっ

たのだと感じます。最初はリスニン

グもスピーキングも全然駄目でした。

家族が何を言っているかもほとんど

聞き取れず、日本人特有の「うなず

き」という動作ばかりを繰り返して

いました。 

しかし、カナダに来てから２日目、

集中して聞けば聞き取れるし、英語

も頭から素直に出てくるようになり

ました。そして、この時から僕は無

意識のうちに同居している黒田君に

も英語で話すようになっていました。

また、１日目は日本語で書いていた

日記も無意識のうちに英語で書き始

めるようになっていました。（その後

もずっと英語だったため報告書は苦

労しました） 

 ただ、僕はカナダで一番つらかっ

たことがひとつだけあります。それ

は、体力です。毎日毎日違うところ

に行き、歩き、そして周りからは常

に英語が聞こえてくる。性格からし

て常にその英語を聞き取ろうとして

しまい、常に学校のリスニングテス

トをしている状態（笑）。もちろんも

のすごく面白いし、勉強にはなるの

だけれども、研修の終盤あたりはさ

すがに疲労が見られました。16日間

はものすごく短く感じたけれども、

体力的にちょうどいいのかな・・・

と思いました。 

僕はこの 16 日間を充実し、素晴

らしいものにさせてくれた多くの人

に感謝をしたいです。まずは僕を研

修に出させてくれた両親に、ありが

とうございました。また行くと思う

ので、そのときはよろしくお願いし

ます（笑）。そして、お手伝いいただ

いた市役所のみなさんありがとうご

ざいました。また行く企画があれば

ぜひよんでください！次に現地でお

世話になった日本大好きな英語の先

生バーナにありがとうを言いたいで

す。授業中、日本語が飛び交うとき

もありすいませんでした。そして僕

のセカンドホーム、ホストファミリ

ーのフランに心から感謝したいです。

僕はこの家に選ばれて本当に幸せで

ラッキーボーイだと思います。あり

がとうございました。最後にカナダ

でともに過ごした山崎先生・グルー

プのメンバー、山崎先生から僕は本

当にたくさんのものを学ばせていた

だきました。僕の人生の目標にもな

ったと思うし、今回の研修が成功し

たのは本当に山崎先生のおかげだと

思っています。いつまでも僕たちの

先生でいてください。ありがとうご

ざいました。そしてグループのメン

バー！みんなとはたくさん話したけ

ど、みんなと研修に出られて本当に

うれしかった！留美ちゃんはお姉さ

ん的存在で、黒ちゃんの面倒を見て

くれるとても優しい人でした。栞ち
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ゃんはしっかりしていて、僕が聞き

忘れたりしてることもしっかりサポ

ートしてくれました。亜古ちゃんは

一年生だけどその素晴らしい吸収能

力に驚かされました。英語をこれか

らも頑張ってね。そして黒ちゃん！

同じ家にホームステイしたけれど、

口うるさい同居人で本当に申し訳な

かった（笑）。正直大変だったけれど

黒ちゃんがきっかけで僕も前に出ら

れたことがあったし、そこから学ん

だこともたくさんあったよ。なんだ

かんだいって同じ家でよかったと思

う。ありがとう。  

 もう忘れている人いないか！？と

何度も確認してしまうぐらいたくさ

んの人に支えられてこの研修を終え

ることができました。といっても僕

はこの旅を終わらせるつもりはあり

ません。これからが僕たちの旅なん

だなと思います。 

 

Ｉ ｗａｎｔ ｔｏ ｓａｙ ｔ

ｈｉｓ ｗｏｒｄ ｏｎｅ ｍｏｒ

ｅ ｔｉｍｅ  

‘Ｔｈａｎｋ ｙｏｕ’   Ｍａ

ｒｋ 

 

 

 

 

大好きカナダ♪ _______________________ 樋口 留美（音江中学校2年） 
 

 わたしは、夏休みの２週間を使っ

て、カナダにホームステイするとい

う貴重な体験をした。事前研修の時

はよさこいをしたり団旗を作った

り・・・。ということをし、カナダ

に行く実感がまだなかったが、こう

して帰国し、事後研修で集まってい

たりすると、（あぁ、カナダに本当に

行ったのだなぁ）と実感します。本

当に夢みたいな 2週間を過ごし、あ

っという間でした。たまに写真を見

たり、話をしたりすると、思い出し

て本当に本当にお金を出してくれた

親や市役所の人たちに感謝してもし

足りないぐらいです。 

だからまたこういう企画があれば

絶対にカナダに行きたいです！！本

当最高にいい時間を過ごしました。

だから妹も中学生になったら行って、

わたしが買い忘れたお土産や写真を

とりにカナダに行ってほしい。それ

だけではなく、わたしが楽しんだ事

を妹にも体感してもらってカナダが

いいところと言う事を知ってほしい

です。出来るなら一緒に行きたいぐ

らいカナダが好きです！！ホストフ

ァミリーやバーナやエアードさんに

も会いたいです。 

私のホストファミリーはとても忙

しく、あまり家にもいなく、どこに

も連れていってもらえませんでした

が、唯一連れて行ってくれたのがア

イスホッケーでした。それは、ホス

トブラザーがやっているので見に行

った感じでしたが・・・。でも、こ

のホストファミリーで良かったと思

ってます。なにより自分の２週間を

過ごした家族だから！！！いつも優

しく声をかけてくれるホストファミ

リーが大好きです。わたしのホスト

ファミリーは再婚夫婦らしく、兄弟

もお母さん側の子ども２人、お父さ

ん側の子ども１人で合計５人。お母

さんのライナ、お父さんのブレット、

お母さん側の子供で兄のトラビス、

姉のコーリー、お父さん側の弟のラ

リー、ライナはほとんど私の世話を

してくれ、とても優しい。ブレット

はよく夕食を作ってくれ、とても親

切。トラビスはあまり話さないけど

簡単な単語ばかり使ってくれ、とて

も気遣ってくれる。コーリーは家に

いることが少なかったけど、絶対コ

ーリーとはガールズトークになり、

とても気が合う。ラリーはわたしと

よく遊んでくれ、犬や猫と話したり、

バレーボールも一緒にし、とても楽

しい。だからこのホストファミリー

で本当によかった。ラリーの友達と

バレーボールをした時は本当にこの

ままでいたい！と思った。寂しい時

も時々あったけれど、よかった。本

当にみんなには迷惑をかけてばかり

だった。２日目にいきなりスーパー

マーケットに行き、ちょっと違うと

ころのドアをあけてしまい警報がピ

ーピー鳴って怖かったけれど全部解

決してくれた。 

本当に世話になってばかりでカナ

ダの人の優しさに浸って別れの時は

涙を流してばかりでした・・・もう

ホストファミリーには会えないと思

うけれど、メールなどでつなげてい

きます。大好き大好き大好き大好き

大好きカナダ♪ 

 

 

 

 

一生絶対忘れないMy first host family ___ 三輪  栞（音江中学校2年） 
 

最高だった！その一言しか最初は

浮かばないくらい感無量という感じ

だった。 

カナダに行く前は緊張と期待でい

っぱいだった。カナダに着きホスト

ファミリーと会った時はホッとしま

した。ホストファミリーはとても優

しくて、いつも気にかけてくれてい

ました。ホストマザーとホストシス

ターはいつも一緒だったし、ホスト

ファザーは面白くて帰ってくると

時々夕食も作ってくれました。わた

しはホストファミリーともすぐ打ち

解けることができました！わたしの

ホストファミリーは母親と父親と女

の子１人で、女の子はまだ２歳です

ごくかわいかった！名前はジェフ

(ファーザー)、アリソン（マザー）、

メイゲン（シスター）といいます。

部屋とバスルームをひとつかしてく

れたけど、わたしはホストファミリ

ーとたくさん話したかったので、い

つもリビングかテラスにいた。アリ

ソンは専業主婦だったのでいつも一

緒にいた。部屋に行くとメイゲンが

来て一緒に遊んだり歌ったりした。

ホーキー・ポーキーを歌った時には

歌詞どおりに踊ってくれて楽しかっ

た。逆にわたしがメイゲンの部屋に

行くと本を渡してくれた。最初は何

の事かと思ったけど読んであげると

喜んでいたので、読んでほしかった

んだと気がついた。でも、難しい単

語がでてきて読んであげられないと
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きは悲しかった。 

この研修で一番心残りなのがうま

く思いを伝えられなかったり、英文

を全部読めなかった事です。もっと

もっと英語が話せたら、もっともっ

と自分の事を教える事ができたのに

と思いました。でも、ジェスチャー

や単語を並べるだけでも簡単な事は

伝わってうれしかった。色々な人に

会って、色々な物・事に触れて、新

しい事を知る事が出来て本当に良か

ったです。 

この研修はわたしに色々な事を教

えてくれたと思う。学校も違う仲間

と会わせてくれて、団結力を深めさ

せてくれて、本場の英語を聞けて、

国境を超えた人の温かさに触れるこ

とが出来て、視野、価値観を一層広

く、自分を大きく成長させてくれた。

ホストファミリーだけではなく、バ

ーナや市役所の方々、みんなのホス

トファミリーとも会うことが出来て

本当に良かった。このような機会は

めったにないと思う最高の日々でし

た。 

わたしはまた海外に行ってもっと

色々なことを吸収したいと思ってい

ます。だからその前にまず、しっか

り日本のことを学んでいこうと思い

ます！本当にカナダに行けて良かっ

た！市役所の方々とカナダの市役所

の方々、両親、そしてこのメンバー

と山崎先生、本当にありがとうござ

いました！ 

 

 

 

 

最高だったCanada の旅 _______________ 岡下 亜古（一已中学校1年） 
 

カナダでの２週間は、あっという

間に過ぎていきました。そして、カ

ナダの生活は想像以上に大変なもの

でした。まわりには日本語が無く、

自分の気持ちを伝える時は、すべて

英語。ホストファミリーに気持ちが

伝わらない時もあり、毎日がすごく

不安で、戸惑いを隠せませんでした。

わたしは言葉が通じないつらさを実

感しました。しかし、わたしが困っ

ていると、ホストファミリーはゆっ

くりとした口調で話をしてくれまし

た。とても、優しくしてくれたので、

わたしもそれにこたえようと、知っ

ている単語を精いっぱい使って気持

ちを伝えようとしました。 

 カナダには、心優しい人たちとお

いしい食べ物がたくさんありました。

私のホストファミリーは料理がとて

も上手で、毎日、わたしの好きなも

のを作ってくれました。そのおかげ

でわたしは２週間、元気いっぱいに

過ごすことができたのだと思います。

カナダで食べたあのピザの味は忘れ

られません。 

 カナダから帰ってきた今、わたし

はカナダに行って本当に良かったと

思っています。楽しいこと、つらい

こと、不安なことなど色々ありまし

たが、良い経験ができて、たくさん

の人たちと片言ですが、英語で話す

ことができて、本当に楽しかったで

す。カナダでホームシックにならな

かったわたしが、日本ではホームシ

ックになってしまいそうです。 

また、いつか機会があったらカナ

ダに行きたいと思っています。その

ときには、今よりももっと英語を話

せるようになっていたいです。カナ

ダでの２週間は、わたしにとって忘

れられない良い経験と大切な思い出

になりました。 

 

 

 

 

貴重な経験 _____________________________黒田 悠平（深川中学校1年） 
 

僕はアボツフォードで外国人と交

流したり、自分の英語が上手になり

たくて青少年カナダ交流訪問団に申

し込みました。訪問団員に決まって

から今までよりも英語をたくさん勉

強し、アボツフォードでよさこいを

披露するのでたくさん練習をしたり、

衣装などを縫ったりしました。 

出発する前日「この家を 2週間も

空けておくと母と祖母がとても心配

する」と思うと、とても悲しくなり

ました。 

 出発の日、母と祖母が見送りに来

てくれて、僕はとても悲しくなりま

した。けれども、ホームステイを頑

張ろうと思う気持ちが心からあふれ

出ていました。 

アボツフォードに行ってから色々

な人と出会いたくてヒッチハイクを

したり、ホストファミリーと色々な

会話をして、お互いの心を確かめ合

いました。最初、僕の英語は少しし

か伝わらなくて、3 年生の佐藤君に

うまく伝わるように話してもらい、

とても迷惑をかけたと思います。し

かし、１週間も経つとどんどん英語

が伝わってきて、とてもうれしかっ

たです。カナダに居る間、とてもお

寿司が食べたくて、毎日ｅａｔ ｓ

ｕｓｈｉと言っていましたが、英語

が通じなかったので佐藤君が僕に伝

わる方法を教えてくれました。それ

は、Ｉ ｗａｎｔ ｔｏ ｅａｔ 

ｓｕｓｈｉです。早速その英語を使

ってみると、見事に伝わりお寿司を

食べる事ができました。外国のお寿

司はご飯にレモンの汁がかかってい

て、ネタは一度湯どうししてありま

した。ほかにもいろいろな経験をし

ました。例えば 90 度もあろうかと

思うスベリ台に乗ったり、先生のホ

ストファミリーの家でジャングル探

検をしたり・・・。日本ではとても

経験できない事であふれていました。 

 カナダに行って僕は英語が上手に

なったけど、最初は言葉の通じない

中、会話をするために身振りや手振

りなどを使っていました。そういう

中から人のつながりを見つける事が

できました。人との出会いや自然と

の触れ合いは、僕にとってとても貴

重な経験でした。 
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引率者からの言葉 ___________深川国際交流協会 会員 山崎 史朗（団長） 
 

 ＷＡＬＫＩＮＧ ＯＮ ＴＨＥ Ｓ
ＵＮＳＨＩＮＥ， 

 『すべての人にはＨＥＡＲＴがあ

るから、いつも幸せをＨＥＡＲＴで

感じていよう』。アボツフォードで

の１６日間、ＥＳＬ（英語を第２言

語として指導）の教師であるバーナ

がわたしたちを励ます際に、いつも

投げかけてくれたのはこのフレーズ

でした。 

ＨＥＡＲＴ…とても大きな単語で

あり、わたしたち日本人にとっては

『どことなく温かく、優しい』よう

なあいまいな単語に思われますが、

国際交流の原点ではないでしょう

か？ 

異なった文化的な背景をもつ者同

士が分かり合うときの感動。異国の

地で言葉が通じないことによるかっ

とう。多くの共感やすれ違いを経験

し、初めて生まれるホストファミリ

ーとのきずな。すべてＨＥＡＲＴが

あるから感じることなんですよね。 

 今回の青少年カナダ交流訪問団に

は５つのＨＥＡＲＴをもった深川市

の中学生が参加しました。 

 ＭＡＲＫ…君の高貴で純粋なＨＥ

ＡＲＴの前に国や文化や言語の違い

という障壁はみじんと崩れ去りまし

た。君は新時代の国際人です。ＳＨ

ＩＯＲＩ…あなたの日本人としての

ＨＥＡＲＴ、立ち振る舞い、礼儀正

しさは海外どこに行っても恥ずかし

くないものです。ＲＵＭＩ…あなた

の思いやりと、温かいＨＥＡＲＴは

わたしたち団員をいつも陰で支えて

くれました。ＡＫＯ…真っすぐで、

強く、折れないＨＥＡＲＴはあなた

の最高の財産です。ＫＵＲＯ…人を

ひきつけるＨＥＡＲＴで常に多くの

友人に囲まれていましたね。 

 そして、日本であなたたちを待つ

家族やお世話してくれるさまざまな

深川市の人々、そして、このプログ

ラムと両市のきずなと歴史を築きあ

げてきた先輩たちの、たくさんのＨ

ＥＡＲＴに支えられて、あなたたち

は素晴らしい経験を積むことができ

ました。 

 そして、深川市とアボツフォード

を結んでいる、そこに住む人々をつ

ないでいる、一番大切なものは『あ

なたたちが心と心で築いたきずな』

だと誇りをもって下さい。ここで得

た自信と経験を胸に、これからの人

生で大いに羽ばたいて下さい。これ

から出会う多くの人達にＨＥＡＲＴ

を分け与えて下さい。君たちはそれ

ができる人です。 

 最後に、わたし自身も『ｗａｌｋ

ｉｎｇ ｏｎ ｔｈｅ ｓｕｎｓｈｉ
ｎｅ』（“幸せいっぱいな気持ちで、

明るく元気よく”の意味をもつカナ

ダの口語表現）の気分でみんなと過

ごせた日々をうれしく思います。あ

なたたちは最高の生徒であり、最高

の友人でした。そして、これからも。 

 

ＰＳ）ホームステイでお世話になっ

たエアード、シィラー夫妻には多く

のことを感化されました。真のホス

ピタリティー（もてなしの心）とは

何か、家族で多くの時間を共有する

ことの大切さ、そして国際化時代に

おける英語教師の責務の重さ…２人

に分けてもらった大きな、大きなＨ

ＥＡＲＴを深川市での教育活動に活

かしていく所存です。 
 

 

 

 

 

 

青少年カナダ交流訪問団同窓会開催 
                   深川国際交流協会 理事 宮田 嘉明 
 

８月 16 日（水）、プラザホテル板倉において、青少年カナダ交

流訪問団の同窓会を開催いたしました。これは深川国際交流協会

10周年を記念し、その記念事業の一つとして行われたものです。 

平成９年の設立から10年、９回の青少年カナダ派遣事業（平成

15 年はサーズの影響で中止）を通じ、市内の中高生 71 名が憧れ

の地カナダに派遣されました。その時の楽しかった思い出や体験を

もう一度思い返しみんなで語ることで世代を超えたひとまわり大

きな交流の輪が広がればとの思いを込めての開催でした。 

前段、深川に住んでいる派遣団員７名と事務局を含め発起人会を

立ち上げ準備を進めました。なんとか楽しい最高の時間をみんなで

共有したいとの思いを込めて一つひとつ練り上げていきました。一

番心配したのが全国に散らばった子どもたちがどれだけ集まって

くれるかということでした。それぞれ連絡を取り合い、出欠の確認

をしなんとか当日を迎えました。 

当日、会場には、なんと45名の派遣団員と12名の引率者、そして協会員17名、事務局合わせ総勢約80名の人た

ちが集まってくれました。一つ心配していたことは、10年という時間の中、子どもたち（もう子どもではなかったが）

を思い出せるかどうかということでした。 

しかし、笑顔で会場に入ってくる子どもたちの声やしぐさを感じるごとに、10年の記憶とその背景がよみがえりまし

た。夢中でおしゃべりをし、笑い、唄も聴き、最後にお互いの近況報告、本当に楽しい２時間を過ごすことができました。

カナダに行ってみたいという同じ夢を共有した者同士、年代の壁を越えるのにそう時間はかからなかったようです。 

今後、色々な経験を踏まえ成長していく子どもたちに心からエールを送り、あの時の純粋な気持ちを忘れずにいつまで

もいてほしいと思います。みんな頑張ろう！ 
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深川国際交流協会シンボルマーク表彰式開催 
                   深川国際交流協会 理事 谷口 保幸 
 

８月 16 日（水）、青少年カナダ交流訪問団同窓会の席上において「深川国

際交流協会シンボルマーク表彰式」を開催いたしました。 

５月下旬から１カ月間募集期間を設け、市内の小・中学生、高校生を対象に、

当協会の各種広報活動やバッジ・協会旗の作成などに使用する「シンボルマー

ク」を募集いたしました。 

最優秀賞に深川小学校５年生の寺井 悠樹くん、優秀賞に一已小学校６年生 

の佐藤 華子さん、深川西高等学校の岡本 三佳さん、審査員特別賞に一已小学

校６年生の白鳥 佑季さんの４名が受賞されました。 

 協会バッジについては、最優秀賞の寺井くんのデザインを基に作成いたしま

した。協会旗については、最優秀賞の寺井くんと審査員特別賞の白鳥さんのデ ▲ 最優秀賞 受賞 

深川小学校５年生 寺井 悠樹くん ザインを組み合わせて作成いたしました。 

 

☆協会旗のデザイン説明☆ 

・深川の特産物のりんごを地球に例えている。 

・りんごのつやは、日本地図を表している。 

・りんごにかかる稲穂は、深川のお米を表している。 

・りんごにかかる緑の輪は、地球が緑に包まれていることを意味する。 

・人間が手をつないでりんごを囲んでいるのは、世界平和を表している。 

・丸い頭は男の子、丸い頭に髪の毛があるのは女の子を表している。 

・手をつないでいる人間の丸い枠は、国際交流の輪・友好の輪・地球の輪 

を意味する。 

・協会旗の色は、深川市の市章と同じ色としている。 

・SINCE 1997は、深川国際交流協会設立の1997年を表している。 ▲ 深川国際交流協会 協会旗 

 

 

 

 

 

アボツフォード市公式訪問団交流夕食会開催 
 

８月 31日から９月６日までの７日間、深川市の姉妹都市である、アボツフォード市よりファーガソン市長をはじめと

する公式訪問団総勢14名が深川市を訪れました。 

深川国際交流協会では、９月３日（日）、まあぶバーベキューハウスにて、アボツフォード市公式訪問団交流夕食会を

開催いたしました。 

 

17:00 受付開始 

 17:30 開 会 

     司会：深川国際交流協会 土門受入交流部会長 

     歓迎挨拶：深川国際交流協会 芳賀会長 

     記念品贈呈：深川国際交流協会 芳賀会長 

公式訪問団代表挨拶：エアード・フラベル 氏 

 17:40 乾杯 

    歓談 

18:00 アトラクション：おとえ獅子舞 

18:10 アトラクション：餅つき 

18:50 お開き：深川国際交流協会 小滝理事長 

19:00 閉 会 
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2007 深川国際交流カレンダー 広報カレンダーの部入賞 
 

深川国際交流協会の年間の活動をカレンダーを通して目に触れてもらうこと

により、協会の各種事業や深川市の国際交流の状況などをＰＲすることを目的

に、2007深川国際交流カレンダーを作成いたしました。 

 2006年度は、深川国際交流協会10周年事業や姉妹都市のカナダ・アボツ

フォード市公式訪問団受入れ事業など数多くの事業があり、協会員だけではな

く、一般市民も多数参加した事業を中心にカレンダーに掲載いたしました。 

また、今回のカレンダーは、広報広聴技術研究会実行委員会（北海道、北海

道市長会、北海道町村会で構成）が主催する「第53回北海道広報コンクール」

に応募し、広報カレンダーの部で入賞いたしました。 

今後も深川国際交流協会の認知度の向上および浸透を図るため、市民に親し

まれるカレンダーを作成していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際理解フォーラム開催 
 

2006年度の青少年カナダ交流訪問団報告会は、深川市社会

教育活性化推進委員会主催の「国際理解フォーラム」の中で、

１月20日（土）、プラザホテル板倉にて開催されました。 

このフォーラムは、第１部に「青少年カナダ交流訪問団報告

会」、第２部に「基調講演、パネルディスカッション」を実施し、

幅広い層の市民66名が参加しました。 

青少年カナダ交流訪問団報告会では、５人の中学生がカナダ

で養った英話力を発揮し、例年の報告会とは違った、日本語と

英語を交えた報告会となりました。 

パネルディスカッションでは、3 名のパネリストが韓国・中

国・ネパールでの各文化をテーマに、日本との文化の違いや日

本で不思議に感じたことなどを分かりやすく説明しました。 

 

 11:30 受付開始 

12:00 開 会 

12:10 【第 1部】青少年カナダ交流訪問団報告会 

13:00 【第 2部】基調講演「二つの国を見つめて」 

     講師：浅井学園大学短期大学部講師 

        田 光子 氏 

14:10 ティータイム 

14:30 【第 2部】パネルディスカッション 

「多文化共生時代～アジアから学ぶ」 

     パネリスト：基調講演講師 田 光子 氏 

           拓植大学北海道短期大学社会人学生 

           三宅 敬 氏 

           拓植大学北海道短期大学留学生 

   林  雲 氏 

     コーディネーター：拓植大学北海道短期大学副学長 

 小滝 聰 氏 

15:45 閉 会 
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 インターナショナルデー アイ ラブ アプルズ ゲーム  深川国際交流協会10周年記念交流パーティー

 青少年カナダ交流訪問団同窓会  青少年カナダ交流訪問団同窓会

 

 

 
募集しています！  

☺「ホストファミリー」 ·········· 現在42家族の方が登録されています。 

☺「通訳・翻訳ボランティア」 ··· 現在18名の方が登録されています。 

☺「深川国際交流協会会員」 ····· 現在、一般会員98名、学生会員16名、 

賛助会員41団体です。 

 【問合先】深川国際交流協会事務局（深川市企画課） �26-2215 

 

 

 

 

 

 

 

http://fukakoku.net/ 

【広報誌発行責任者】谷口 保幸（広報部会部会長） 

【広報誌編集担当】深川国際交流協会 広報部会 

 編 集 長：南部 雄二 副編集長：池田 敏江・橋本 信（広報部会副部会長） 

 編集委員：稲田 伸人・今井 敏雄・上垣 由紀子・北本 清貴・小橋 厚子・鈴木 美彦・高橋 昇 

     寺下 良一・田中 由美子・橋向 利勝・三ツ井 隆博・山田 弥生・渡辺 英雄 
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